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札幌市円山動物園

平
成
幻
年
て
ん
菜
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
は
、
早
ば

つ
や
大
雨
等
に
よ
る
被
害
が
一
部
地
域
に
出
た
も
の
の
、

て
ん
菜
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
気
候
で
推
移
し
、
総
じ

て
良
好
な
生
育
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
産
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
西
部
萎
黄
病
に
つ
い
て
は
、

冬
期
間
の
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
を
徹
底
し
た
結
果
、

大
き
な
被
害
の
発
生
も
な
く
、
高
糖
分
・
高
収
量
の
年
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
生
産
者
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第

2
次
安
倍
内
閣
は
、
大
胆
な
金
融
政
策
、
積
極
的
な
財
政

政
策
、
成
長
戦
略
を
「

3
本
の
矢
」
と
し
て
掲
げ
て
き
ま
し
た
。

日
本
銀
行
に
よ
る
大
規
模
な
金
融
緩
和
策
で
円
安
・
株
高
が
進

み
、
企
業
の
業
績
は
大
き
く
改
善
し
ま
し
た
が
、
景
気
は
停
滞

感
が
強
く
、
個
人
消
費
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
が
実
態
で
す
。

円
安
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
輸
入
品
の
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
更
に
家
計
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。
食
料
自
給
率

が
低
い
日
本
は
、
様
々
な
外
的
要
因
に
よ
り
価
格
変
動
を
伴
う

輸
入
品
に
頼
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、
こ
の
実
態
が
国
の
姿
と
し

て
本
当
に
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
世
界
規
模
で
見
た
場
合
、
食

料
不
足
は
明
確
で
あ
り
、
今
後
も
必
要
な
数
量
を
安
定
的
に
輸

入
で
き
る
保
証
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

自
国
の
食
料
を
自
国
で
生
産
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
旬

の
食
材
を
使
っ
て
美
味
し
い
料
理
を
囲
み
、
家
族
が
団
ら
ん
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
北
海
道
農
業
は
日
本
国
民
の
た
め
に
、

安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
安
定
供
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
持
続
可
能
な
北
海
道
農

業
の
実
現
に
向
け
た
取
り
進
め
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。(

M
-
S
)
 

てんさい
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で
あ
る
て
ん
菜
の
安
定
的
な
作
付
が
確
保
で
き
ま
す
よ
う
、

122号

年
頭
の
ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人
北
海
道
て
ん
菜
協
会

会

長

内

田

和

幸

平
成
部
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
に
は
平
素
よ
り
，
当
協
会
の
運
営
に
深
い
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
北
海
道
農
業
は
、
生
産
者
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様

の
ご
努
力
は
も
と
よ
り
、
雪
解
け
も
早
く
、

そ
の
後
も
ほ
ぼ

天
候
に
恵
ま
れ
、
農
作
業
・
生
育
が
順
調
に
推
移
し
、
総
じ

て
豊
か
な
出
来
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

て
ん
菜
に
つ
き
ま
し
で
も
、
近
年
に
な
く
順
調
に
生
育
が

進
み
、
前
年
発
生
が
拡
大
し
た
西
部
萎
黄
病
に
つ
い
て
も
生

産
者
は
じ
め
関
係
の
方
々
の
懸
命
な
取
組
に
よ
り
大
き
く
抑

制
さ
れ
、
ま
た
、

9
月
以
降
は
秋
ら
し
い
天
候
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
収
穫
直
前
ま
で
健
全
な
状
態
を
維
持
す
る
ご
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

h
収
量
は
訂
ト
ン
、
根
中
糖
分

も
、
口
・

4
%
と
昨
年
を
も
上
回
る
作
柄
を
確
保
す
る
こ
と

が
出
来
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
作
付
面
積
は
近
年
減
少
が
続
き
憂
慮
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
前
年
よ
り
1
、

4
4
8
h
多
い

5
8
、
6
8
2
h
と
日
年
ぶ
り
に
増
加
し
ま

し
た
。
生
産
者
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
輪
作
上
欠
く
乙
と

の
出
来
な
い
作
物
で
あ
り
、
地
域
に
と
っ
て
も
重
要
な
作
物

引
き
続
き
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

農
業
関
係
者
が
強
く
懸
念
し
て
い
た

T
P
P
交
渉
に
つ
い

て
は
、
情
報
が
開
示
さ
れ
な
い
中、

日
月

5
日
に
大
筋
合
意

さ
れ
、
そ
の
内
容
は
、
関
税
の
段
階
的
な
引
き
下
げ
な
ど
本

道
農
業
の
将
来
に
大
き
な
不
安
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
政
府
は

T
P
P
関
連
政
策
大
綱
を
発
表
し
た
も
の

の
、
農
業
の
担
い
手
が
意
欲
と
希
望
を
失
わ
ず
力
強
い
北
海

道
農
業
を
次
世
代
ヘ
確
実
に
引
継
た
め
に
必
要
な
対
策
が
実

行
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
て
ん
菜
協
会
と
し
て
も
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

本
道
農
業
・

て
ん
菜
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

T
P
P
の
大

筋
合
意
に
よ
る
不
安
や
農
家
戸
数
の
減
少
・
高
齢
化
、
生
産

資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
難
し
い
局
面
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

て
ん
菜
協
会
と
し
て
も
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
諸
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で

一
層
の
ご
理
解
・
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
豊
穣
の
秋
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

h、
品、

題
箆
翁
畑
中

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

般
社
団
法
人
北
海
道
て
ん
菜
協
会

内

幸

長

田

手口

ほ
か
役
職
員

一
同
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道
総
研
北
見
農
業
試
験
場

平
成
幻
年
産
の
て
ん
菜
の
受
け
入
れ
は

ロ
月
お
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
全
道
平
均
の
根
重
は
は
山
・
約

t
/
h

で
、
平
年
値
対
比
1
1
7
%
と
か
な
り
重

く
、
根
中
糖
分
は
口
・

4
%
で
、
平
年
よ

り
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
高
い
結
果
と
な
り
ま

19.0 

m 根

16.0 中

15.0 糖
分

13.0 % 

80.0 

12.0 

11.0 
H25 H27 H22 

45.0 

S61 H1 H4 H7 H10 H13 H16 H19 

図1.根重および根中糖分の推移(全道)
;主)平年値は昭和61年~平成27年の平均

研
究
主
査

研
究
部
地
域
技
術
グ
ル
ー
プ

池

谷

聡

(図

1
)
。
根
重
は
、
多
収
で
あ
っ

た
前
年
を
上
回
り
、
糖
分
取
引
制
度
が
始

ま
っ
た
昭
和
白
年
以
降
で

二
番
目
に
重

く
、
平
成
同
年
に
次
ぐ
値
で
し
た
。
ま
た

根
中
糖
分
は
、
平
成
幻
年
か
ら
お
年
ま
で

は
平
年
値
よ
り
か
な
り
低
い
状
況
が
続
い

し
た

10月15日

担問干年J~

101% 

99% 

100% 

103% 

104% 

106% 

10月l日

生育

!r!.2 

:to 
早3

早3

早6
早6

!'fJ.5 

旧
荷
一
4
0
3
一3
一6

6
一6

抗
生
一
早

±
早
一早
一早
早
一早

表1.てん菜の生育経過

振興局名 5月15日 6)'111:1 7月l日 8月l日

移植 生育 生育 生育

石狩 早5 早5 早5 !T'-4 
道央

後志 早3 !f!3 阜5 早3
道南地域

!但振 早11 早O 早l 早2

道北地域上川 早7 早6 早2 早2

オホーツク 早10 早5 早5 早6
道東地域

十勝 早4 早5 早5 早5

全道 早7 早5 早4 早5

注1)北海道農政部発表のI農作物の生育状況jより作成。
注2)遅/早数字は移植作業および生育の平年値からの遅早日数を示す。

30 

て
い
ま
し
た
が
、
前
年
に
続
い
て
二
か
年

連
続
で
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
以
上
の

よ
う
に
、
平
成
幻
年
の
て
ん
菜
は
全
道
的

に
豊
作
と
な
り
ま
し
た
。

幻
年
の
気
象
(
図
2
)
な
ら
び
に
生
育
経

過
(
表
1
)
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
全

道
的
に
春
先
の
気
温
が
高
く
好
天
が
続
い

た
た
め
、
移
植
作
業
は
例
年
に
な
く
順
調

に
進
み
ま
し
た
。
表
1
の
5
月
日
日
の
移

植
状
況
で
は
、
全
道
平
均
で
平
年
よ
り
7

日
早
く
、
同
様
に
順
調
で
あ
っ
た
前
年
よ

り
5
日
早
く
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
移
植

後
は
、
前
年
十
勝
地
域
で
発
生
し
た
強
風

や
降
霜
等
の
被
害
も
な
く
、
順
調
で
し
た
。

そ
の
後
は
、

6
月
下
旬
に
一
時
全
道
的

- H27 
平均

25 

20 

15 

10 

気
温
(
℃
)

c:ニコH27

一一平均

0

0

0

0

0

0

0

0

 

降
水
量
(
剛
)

に
低
温
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
影
響
は

大
き
く
な
く
、
生
育
は
順
調
に
進
み
ま
し

た。

一
方
十
勝
地
域
で
は
、

6
月
中
旬
か

ら
7
月
中
旬
ま
で
少
雨
傾
向
で
、

一
部
で

干
ば
つ
の
た
め
生
育
が
か
な
り
遅
れ
た
圃

場
も
あ
り
ま
し
た
。

8
月
中
旬
以
降
は
、

9
月
下
旬
を
除
い

て
気
温
が
平
年
よ
り
低
め
に
経
過
し
ま
し

た
。
後
に
述
べ
ま
す
が
、
幻
年
の
根
中
糖

分
が
平
年
を
上
回
っ
た
の
は
、
こ
の
気
温

の
経
過
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た

十
分
な
降
水
が
あ
り
、
引
き
続
き
日
照
時

間
も
平
年
並
か
ら
や
や
長
め
で
あ
っ
た
た

め
、
生
育
は
順
調
に
経
過
し
ま
し
た
。
干

ば
つ
の
影
響
が
出
て
い
た
十
勝
地
域
で

E二=ヨH27

-ーー平均

10下10上9中8下8上7中6下6上5中4下

120 

100 

日
照
時
間
(
片
山
)

叩下10上

図2.平成27年の気象経過(全道)
注1)気象値は各旧糖区を代表するアメずスデ-'Jを作付け面積に基づき加重平均して算出。
注2)平年値は平成17-26年の10か年平均。

9中8下8上7中6下6上5中4下
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も、

7
月
下
旬
以
降
十
分
な
降
雨
が
あ
り
、

8
月
以
降
生
育
遅
延
は
徐
々
に
解
消
し
ま

し
た
。
ま
た
叩
月
上
旬
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
で
台
風
に
よ
る
豪
雨
が
あ
り
、
根
中
糖

分
に
若
干
の
影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、
最

終
的
な
影
響
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
収
穫
直
前
の
叩
月
1
日
の

生
育
状
況
は
、
平
均
で
平
年
よ
り

5
日
早

く
な
り
、
日
月
日
日
の
根
周
は
、
平
年
並

か
ら
や
や
大
き
め
と
な
り
ま
し
た
(
表

1
)
。
収
穫
作
業
も
天
候
に
恵
ま
れ
た
地

域
が
多
く
、
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

病
害
虫
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
気
温
が

6
月
中
旬
ま
で
高
め
に
推
移
し
た
た
め
、

ヨ
ト
ウ
ガ
は
平
年
よ
り
や
や
早
く
発
生
し

ま
し
た
。
発
生
量
は
少
な
め
で
し
た
が
、

石
狩
地
域
で
は
や
や
多
く
発
生
し
ま
し

た
。
ま
た
、
近
年
多
発
生
し
て
い
た
褐
斑

病
は
、
例
年
発
生
が
進
む

8
月
の
気
温
が

平成28年1月25日

低
か
っ
た
た
め
、
や
や
少
な
い
発
生
量
で

し
た
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
上
川
、
石
狩
地

域
で
は
、
他
の
地
域
よ
り
や
や
多
く
発
生

し
ま
し
た
。
根
腐
病
(
黒
根
病
を
含
む
)

は
夏
期
の
気
温
が

7
月
中
下
旬
以
外
は
平

年
よ
り
低
く
、
降
水
量
が
並
か
ら
少
な
め

に
経
過
し
た
た
め
、
少
発
生
に
留
ま
り
ま

し
た
。
前
年
、
特
に
十
勝
地
域
で
激
発
し

た
西
部
萎
黄
病
は
、
生
産
者
を
始
め
、
関

係
者
の
努
力
に
よ
り
冬
場
の
ハ
ウ
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
対
策
が
徹
底
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
発
生
は
か
な
り
減
少
し
ま
し
た
。

気
象
と
収
量
の
関
係
に
つ
い
て
、
図
3

に、

夏
か
ら
秋
の
積
算
最
低
気
温
と
根
中

糖
分
と
の
関
係
を
示
し
ま
し
た
。
て
ん
菜

は
、
こ
の
間
の
積
算
最
低
気
温
が
高
い
ほ

ど
、
根
中
糖
分
が
低
く
な
り
ま
す
。
こ
の

北糖北見製糖所

。醐 1250 卿 1四 1制 1450

'"事11低気;g(可C 7月よ旬日 10月上旬}

図3夏から秋の積算最低気温と根中糖分の関係
注)7月上旬から同月上旬までの撮低気温の補擁値と根中機分の全週平均値を、昭和61年カら平成27年まて'プロットした。

m
 

〈
〉

1

〈

V
Z

戸 -0∞h +26，263

R=-O.926・事

15.0 

"∞ 

根
中
轄
分

(%
)

理
由
と
し
て
、
夜
温
が
高
い
と
呼
吸
に
よ

る
糖
分
の
消
耗
が
大
き
く
な
る
た
め
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
幻
年
は
、

8
月

中
旬
以
降
の
最
低
気
温
が
低
め
に
経
過

し
、
平
年
よ
り
積
算
最
低
気
温
が
低
く
な

っ
た
た
め
、
根
中
糖
分
が
平
年
値
よ
り
や

や
高
く
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た

十
勝
地
域
は
前
年
ま
で
、
他
の
地
域
と
比

べ
て
根
中
糖
分
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
幻
年
は
積
算
最
低
気
温
が
十
分
に

下
が
り
、
西
部
萎
黄
病
や
褐
斑
病
の
発
生

が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
他
地
域
よ
り
高

糖
分
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
図

4
に
春
か
ら
初
夏
の
積
算
最

高
気
温
と
根
重
と
の
関
係
を
示
し
ま
し

た
。
根
重
は
、
こ
の
間
の
積
算
最
高
気
温

が
高
い
ほ
ど
重
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

"∞ 12∞ 1醐 " ∞
繍第最低気温(OC 4月中旬、-6月中旬)

図4回春から初夏の積算最高気温と根重の関係
注)4月中旬から6月下旬までの昼高気温の積算値と視軍の全週平均値を、昭和61年から平成27年までプロットした。

y=o附 2x+13.34
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す
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
初
夏
ま
で
の
高

温
が
初
期
生
育
を
促
進
さ
せ
、
そ
の
後
の

根
部
肥
大
の
促
進
に
つ
な
が
る
た
め
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
幻
年
は
、
特
に

6
月

中
旬
ま
で
の
高
温
傾
向
の
影
響
で
、
積
算

最
高
気
温
が
平
年
よ
り
高
く
な
っ
た
た

め
、
根
重
が
平
年
値
よ
り
重
く
な
っ
た
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
前
年
も
、
春
か
ら

初
夏
の
積
算
最
高
気
温
が
幻
年
と
同
程
度

に
高
か

っ
た
の
で
す
が
、
幻
年
の
根
重
は

前
年
を
上
回
り
、
平
成
同
年
に
次
い
で
二

番
目
の
重
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
移
植
作
業
が
前
年
よ
り

5
日
早
く
進
行
し
た
こ
と
で
、
初
期
生
育

が
促
進
さ
れ
た
こ
と
や
、
病
害
の
発
生
が

少
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

以
上
を
整
理
し
ま
す
と
、
平
成
幻
年
産

て
ん
菜
の
根
重
お
よ
び
根
中
糖
分
に
プ
ラ

ス
の
影
響
を
与
え
た
要
因
は
、
①

6
月
中

旬
ま
で
の
高
温
傾
向
と
早
い
移
植
時
期
に

よ
る
平
年
を
上
回
る
初
期
生
育
の
進
行
、

②
夏
期
か
ら
秋
期
の
積
算
最
低
気
温
の
低

温
傾
向
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
①
西

部
萎
黄
病
発
生
の
減
少
、

④
褐
斑
病
の
少

発
生
等
、
病
害
の
発
生
が
少
な
か
っ
た
こ

と
も
多
収
傾
向
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

幻
年
は
、
以
上
の
よ
う
に
て
ん
菜
に
と

っ
て
は
、
問
題
が
非
常
に
少
な
い
年
で
し

た
。
以
下
は
、
今
後
の
た
め
に
注
意
が
必
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要
な
点
を
、
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

西
部
萎
黄
病
の
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る

モ
モ
ア
カ
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
、
冬
期
は
ハ
ウ

ス
内
で
保
毒
源
と
な
る
作
物
や
そ
の
残

溢
、
雑
草
等
に
寄
生
し
て
越
冬
し
て
い
ま

す
。
幻
年
の
西
部
萎
黄
病
の
発
生
減
少
の

主
因
は
、
春
先
か
ら
の
モ
モ
ア
カ
ア
ブ
ラ

ム
シ
の
て
ん
菜
圃
場
へ
の
飛
来
を
抑
え
る

た
め
に
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
源
で
あ
る

越
冬
ハ
ウ
ス
内
の
残
漬
や
雑
草
等
の
処
分

を
徹
底
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
西
部
萎
黄
病
の
発
生

が
な
く
な
っ
た
訳
で
は
な
い
の
で
、
今
後

も
前
年
ま
で
の
よ
う
な
激
発
を
避
け
る
た

め
、
①
越
冬
ハ
ウ
ス
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
⑦
発
病
株
の
ビ

l
ト

ト
ッ
プ
や
収
穫
残
漬
を
し
っ
か
り
と
土
壌

に
鋤
き
込
み
露
出
さ
せ
な
い
こ
と
、

①
育

苗
ポ
ッ

ト
へ
の
殺
虫
剤
濯
注
に
よ
る
媒
介

てん菜協会だよ り122号

日甜美幌製糖所

(5) 

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
等
の
基
本
的
な
対
策

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

褐
斑
病
は
、
幻
年
は
少
な
め
の
発
生
で

し
た
が
、
局
所
的
条
件
で
発
生
が
多
く
な

る
乙
と
も
あ
り
、
温
暖
化
の
進
展
の
こ
と

も
考
え
ま
す
と
、
今
後
も
注
意
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
怠
り
な
く
適
切
な
防
除

や
抵
抗
性
品
種
の
作
付
け
等
の
対
策
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
部
、
幻
年
の

2
か
年
は
、
根
中
糖

分
に
影
響
を
与
え
る
秋
口
の
気
温
は
低
め

で
し
た
が
、
温
暖
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、

こ
の
時
期
の
気
温
が
高
く
な
る
年
が
多
く

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
で

き
る
だ
け
根
中
糖
分
が
低
下
し
な
い
よ
う

に
、
①
適
正
な
施
肥
管
理
を
行
う
こ
と
、

②
湿
害
に
備
え
て
十
分
な
透
排
水
対
策
を

行
う
乙
と
、

①
高
糖
分
型
品
種
の
作
付
け

等
の
対
策
が
引
き
続
き
重
要
で
す
。

ホクレン中斜里製糖工場

近
年
、
褐
斑
病
・
黒
根
病
抵
抗
性
等
の

耐
病
性
を
持
ち
つ
つ
、
従
来
の
主
力
品
種

に
引
け
を
取
ら
な
い
収
量
性
を
持
つ
品
種

や
、
糖
量
が
主
力
品
種
に
近
づ
い
た
高
糖

分
型
品
種
も
、
新
た
に
北
海
道
の
優
良
品

種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
て
ん
菜
を
安
定
し

平
成
幻
年
度

原
料
て
ん
菜
測
定
セ
ン
タ
ー

「
立
入
点
検
」
結
果

平
成
幻
年
度
の
「
立
入
点
検
」
は
「
測

定
要
領
」
に
基
づ
き
、
第
一
回
目
が
日
月

U
H
-
-
月
5
日
、
第
二
回
日
が
日
月
ロ

日
j
四
日
の
期
間
に
お
い
て
、
各
測
定
セ

ン
タ
ー
測
定
装
置
の
点
検
を
実
施
い
た
し

宇
品

I
U
4ん
。

[
点
検
内
容
]
(
操
業
前
点
検
と
同
項
目
)

・
ソ
ウ
マ
シ
ン

・
薬
液
循
環
装
置

・
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
l

.
撹
持
装
置

・
ろ
過
装
置

.
糖
分
測
定
機

{
点
検
結
果
】

全
道
6
製
糖
所
(
工
場
)
の
糖
分
測
定

装
置
を
点
検
し
た
結
果
、
全
て
良
好
で
あ

り
ま
し
た。

て
生
産
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
圃
場
条
件
に

応
じ
て
こ
の
よ
う
な
品
種
の
活
用
も
重
要

で
す
。
今
後
と
も
農
業
試
験
場
を
始
め
、

関
係
機
関
は
有
益
な
情
報
の
提
供
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

糖業者 測定センター 系列
第 1回 第2回

点検日 点検結果 点検日 点検結果

1 11/5 良 11112 良

日 百tt 芽室 2 11 良 11 良

3 11 良 11 良

中斜里
1 11/2 良 11113 良

ホクレン 2 11 良 11 良

清水 1 11/5 良 11/17 良

北 見 1 11/2 良 11/13 良

北糖 道南 1 10127 良 11/19 良

本別 1 11/4 良 11/12 良
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平成27年産てん菜の生産実績(総合振興局・振興局別)

総 合振興局 作付面積 単収 生産量 平均糖分 取引糖分 栽培農家戸数 1p当り面積
-振興局名 (ha) (t/ha) (t) (%) 最前糖分(%)最低糖分(%) (戸) (ha) 

空 先日 517.14 62.62 32，382.43 17.5 20.0 15.4 137 3.77 
石 1守 1，043.43 65.36 68，196.25 16.9 19.2 13.7 141 7.40 
f変 志 1，323.37 57.86 76，570.86 17.1 18.8 15.1 272 4.87 
月日 振 1，599.89 65.33 104，522.39 17.1 19.5 14.7 298 5.37 
日 I局 51.91 61.56 3，195.80 17.7 18.5 17.4 6 8.65 
渡 島 150.12 52.20 7，836.14 17.2 19.3 13.0 31 4.84 

+合 U-I 260.06 59.87 15，569.20 17.6 19.1 15.9 48 5.42 
上 }II 3，619.15 64.80 234，530.68 17.3 19.5 14.1 720 5.03 
留 f列 265.57 35.26 9，365.19 17.9 20.0 13.7 22 12.07 
t刀至宝""' 谷
オホーツク 23，692.25 68.80 1，629，923.93 17.4 19.5 13.0 2，564 9.24 
十 日券 25，732.55 66.73 1，717，095.74 17.6 20.9 14.0 3，086 8.34 
部11 路 296.98 63.90 18，976.09 17.5 18.2 16.7 16 18.56 
キ艮 室 129.80 55.30 7，177.60 17.7 18.0 16.9 11 11.80 
A 口 58，682.22 66.89 3，925，342.30 17.4 20.9 13.0 7，352 7.98 

(参考26)年産合計 57，233.84 62.32 3，566，714.80 17.2 21.1 11.1 7，472 7.66 
25年産合計 58，187.86 59.04 3，435，323.42 16.2 19.4 11.4 7，668 7.59 
24年産合計 59，234.64 63.44 3，757，831.36 15.2 18.4 8.0 7，962 7.44 
23年産合計a 60，418.88 58.71 3，547，376.64 16.1 19.4 11.0 8，214 7.36 
22年産合計 62，559.21 49.40 3，090，381.39 15.3 18.7 7.7 8，563 7.31 

北海道てん菜協会まとめ

平成27年産 てん菜糖分帯別生産量

総合振興局
平均 糖 分 帯 別 生 産 量

-振興局名
生産量 糖分 15.9%以下 16.0~ 16.4属%商16.5~16.9扇%面17 . 0~ 17 .4属%商17.5~17.9幅%雨18.0%以上

(t) (%) (t)画面 ( t) (t) (t) (t) (t)割合(目)

空知 32，382.43 17.5 263.59 。目8 2，399.54 7.4 6，315.33 19.5 8，064.30 24.9 5，974.13 18.4 9，365.54 28.9 

石狩 68，196.25 16.9 6，979.07 10.2 11，502.98 16.9 16，301.28 23.9 18，564.44 27.2 10，930.89 16.0 3，917.59 5.7 

後志 76，570.86 17.1 3，433.22 4.5 9，241.81 12.1 19，597.71 25β 23，927φ25 31.2 14，501.91 18白9 5，868目96 7.7 

胆振 104，522.39 17.1 4，998.43 4.8 15，357.69 14.7 21，320.13 20.4 28，262.96 27.0 20，931.90 20φO 13，651.28 13.1 

日 I司 え195.80 17.7 。。。 。φO 0.00 0.0 0.00 0.0 180.61 5.7 2，805目66 87.8 209.53 6.6 

渡 島 7，836.14 17.2 1，490.50 19.0 544.76 7.0 391.82 5.0 1，669.62 21.3 1，216.23 15.5 2，523.21 32.2 

檎 111 15，569.20 17.6 43.40 0.3 599.90 3.9 1，765.02 11.3 3，152.92 20.3 4，254.52 27.3 5，753.44 37.0 

上 川 234，530.68 17.3 9，321.79 4.0 15，517.82 6.6 35，861.39 15.3 68，331.10 29.1 64，356.59 27.4 41，141.99 17.5 

留 萌 9，365.19 17.9 266.71 2目8 0.00 0.0 517.58 5.5 1，418.84 15.2 1，783.01 19.0 5，379.05 57.4 

宗 谷

オホーツク 1，629，923.93 17.4 28，092.60 1.7 62，399.14 3.8 223，710.75 13.7 550，781.56 33.8 571，247.73 35目。 193，692.15 11.9 

十 勝 1，717，095.74 17.6 19，014.17 1.1 58，063.02 3φ4 182，024.38 10β 425，945.25 24.8 543，886.21 31.7 488，162.71 28.4 

制11 路 18，976.09 17.5 0.00 0.0 0.00 。。 1，122.71 5.9 6，683.38 35.2 8，350.51 44.0 2，819.49 14.9 

根室 7，177.60 17.7 0.00 0.0 0.00 。。 298.58 4.2 625.67 8.7 4，812.36 67.0 1，440.99 20.1 

合計 3，925，342.30 17.4 73，903.48 1.9 175，626.66 4.5 509，226.68 13.0 1，137，607.90 29.0 1，255，051.65 32.0 773，925.93 19.7 

参考
26年産合計 3，566，714.8。 17.2 360，392.35 10.1 366，752.57 10.3 526，172.0。 14.8 709，649.59 19.9 804，222.08 22.5 799，526.21 22.4 

25年産合計 3，435，323.42 16.2 1，287，859.11 37.5 733，869.77 21.4 716，206.27 20.8 505，346.01 14.7 171，888.57 5.0 20，153.69 0.6 

24年産合計 3，757，831.36 15.2 3，155，070.82 84.0 455，414.24 12.1 120，584.44 3.2 22，700目85 0.6 3，809.75 0.1 251.26 。目。

23年産合計 3，547，376.64 16.1 1，451，217.76 40.9 823，134.71 23.2 674，835.83 19.0 421，332.5。 11.9 143，725.18 4.1 33，130.66 0.9 

22年産合計 3，090，381.39 15.3 2，292，162.36 74.2 464，752.86 15.0 226，669.02 7.3 80，176.20 2.6 20，235.75 0.7 6，385.20 0.2 

北海道てん菜協会まとめ (割合の合計は四捨五入により100%とならない場合がある)
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平成27年度てん菜の主要病害虫発生状況

病 筈 虫 年次 発生前南駐，'1高了 被害商有i 発生程度別面積(ha) IlJ1除而税 (ha) 1既詞'

(ha) (ha) 率(%) 1!!~ 少 多 甚 実而芯i 延面積 初発IVl発生量

H27年 21，927 37.4 2，746 4.7 36，755 19，181 2，600 133 13 58，682 322，764 並 やや少

補 政I 病 H26王F 26，734 46.7 5，195 9.1 30，500 21，538 4，726 436 33 57，234 313，101 並 ~É 

平年 29，533 46.9 6，940 11.0 33，415 22，592 5，492 1，305 144 

m 1，寓病
H27年 4，298 7.3 322 0.5 54，384 3，976 322 。 。58，355 110，607 少

(黒根病含む)
H26il~ 5，082 8.9 344 0.6 52，152 4，738 344 。 。56，783 105，975 少

平年 9，608 15.3 1，371 2.2 53，340 8，237 1，157 210 5 

H27年 494 0.8 。0.0 58.188 494 。 。 。 。 。 少

そう根病 H26i['- 510 0.9 。。。 56，723 510 。 。 。 。 。 少

平年 1，365 2.2 16 。。 61，583 1，349 16 。 。
H27年 20，607 35.1 1，383 2.4 38，075 19，224 1，023 323 37 57，546 275，329 (並)

西古11婆鼓病 H26il三

平年

ヨ卜ウガ
H27年 6，616 11.3 。0.0 52，066 6，616 。 。 。58，682 89，270 やや早 少

(第l回)
H26王下 13，793 24.1 983 l.7 43，441 12，810 979 4 。57，234 77，827 やや早 多

平年 10，719 17.0 461 0.7 52，229 10，258 438 23 。
ヨトウガ

H27年 6，827 11.6 。0.0 51，855 6，827 。 。 。58，682 92，073 並 少

(第2回)
H26壬ド 11，716 20.5 913 1.6 45，518 10，804 913 。 。57，234 85，549 やや早 やや多

平年 11，058 17.6 700 1.1 51，890 10，358 660 40 。
テンサイ

H27年 517 0.9 。0.0 58，165 517 。 。 。47，715 55，587 並 少

モグリハナノTエ
1-126'[:. 1，046 1.8 。。。 56，188 1，046 。 。 。55，886 59，072 slt 少

平年 4，470 7.1 40 0.1 58，478 4，430 34 4 2 

北海道病害虫防除所のまとめによる。
平成26・27年とも北海道病害虫防除所のまとめに基づき、北海道てん菓協会が各面積を調整し、作成。

(てん菜作付面積 26年 57.234ha、27年 58.682halこて算出)
平年平成17-26年の10ヵ年平均。
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=
=
岡
田
間
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
」

平
成
幻
年
度
「
高
品
質
て
ん
菜
愉
つ
く
り
講

習
会
」
を
、

2
月
4
日
か
ら
全
道
4
ヶ
所
で

開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
講
習
会
は
、
広
く
て
ん
菜
を
め
ぐ

る
事
情
を
理
解
し
、
よ
り

一
層
の
栽
培
技

術
の
向
上
に
努
め
、
高
品
質
で
安
定
的
な

て
ん
菜
の
生
産
を
は
か
り
北
海
道
畑
作
農

業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

例
年
、
生
産
者
の
皆
様
な
ど
を
対
象
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

1.

開
催
日
時

・
会
場

[
道
南
地
区
]

2
月
4
日
(
木
)

「
洞
爺
湖
万
世
間
レ
イ
ク
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
」

洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
幻
番
地

[士
別
地
区
]

2
月
5
日

(
金
)

「
士
別
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
」

士
別
市
東
6
条

4
丁
目

[
十
勝
地
区
]

2
月
8
日
(
月
)

「清
水
町
中
央
公
民
館
」

清
水
町
南
3
条

3
丁
目
1
番
地

[オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
]

2
月
9
日
(
火
)

「
北
見
芸
術
文
化
ホ
l
ル
」

s開
催
の
お
知
ら
せ

s

北
見
市
泉
町
1
丁
目
3
番
幻
号

各
会
場
と
も
、
開
始
時
刻
は
午
後
1
時

か
ら
で
、
終
了
時
刻
は
午
後
3
時
初
分
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

2
.

講
習
内
容
及
び
講
師
(
演
題
仮
称
)

.
て
ん
菜
を
め
ぐ
る
事
情
に
つ
い
て

(
農
林
水
産
省
)

・
て
ん
菜
諸
情
勢
に
つ
い
て

(J

A
北
海
道
中
央
会
)

.
攻
め
の
農
林
水
産
業
の
実
現
に
向
け
た

革
新
的
技
術
緊
急
展
開
事
業
に
つ
い
て

(北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
)

・
西
部
萎
黄
病
の
対
策
、

Q
O
I
剤
に
つ

い
て

(
道
総
研
農
業
試
験
場
)

生
産
者
は
じ
め
関
係
者
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
多
数
の
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

てん菜イメージ
キャラクター

8回鼠ヨコ



てん 菜 協 会 だ よ り

協
会
の
普
及
啓
発
活
動

『
北
海
道
う
ま
い
も
の
見
i
つ
け
た
!
」
で

て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
の
重
要
性
を
P
R

(8) 122号

で
3
回
目
で
あ
り
、
会
場
内
に
は

「
て
ん

菜
の
模
型
や
糖
業
3
者
の
砂
糖
製
品
」
の

展
示
紹
介
、

「て
ん
菜
か
ら
砂
糖
が
で
き
る

ま
で
」
の
電
光
パ
ネ
ル
の
展
示
、
「
砂
糖
は
、

甘
く
お
い
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
大
切
な

食
品
で
あ
る
こ
と
」
を
解
説
し
た
「
お
さ

と
う
の
お
は
な
し
」
や
「
純
白
の
お
砂
糖
」
、

「日
本
の
砂
糖
を
支
え
る
仕
組
み
」
等
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

札
幌
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
-
イ

ト
l
ヨ
l
カ
ド
l
ア
リ
オ
札
幌
屈
で
食
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「第
8
回
北
海
道
の
う

ま
い
も
の
見
j
つ
け
た
!
」
が
刊
月
初
日

(
水
)
か
ら
日
月
1
日
(
日
)
ま
で
の
期
間

開
催
さ
れ
、
当
協
会
と
北
海
道
農
政
部
生

産
振
興
局
農
産
振
興
課
・
農
畜
産
業
振
興

機
構
は
、
共
同
で
叩
月
白
日
(
土
)

か
ら

日
月
1
日
(
日
)
の

2
日
間
、
同
会
場
に

お
い
て
、
て
ん
菜

・
て
ん
菜
糖
の

P
R
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の
は
今
回

平成28年1月25日

ま
た
、
約
4
0
0
人
の
来
場
者
に
ス
テ

ツ
ク
シ
ュ
ガ
ー
、
ド
ー
ナ
ツ
・
金
平
糖
菓

子
を
配
布
し
、
砂
糖
の

P
R
を
す
る
と
と

も
に
今
後
の

P
R
活
動
の
参
考
と
す
る
た

め
、
砂
糖
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
等
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、

2
日
間
で

4
8
2

人
か
ら
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
で
は
、
写
真
の
中
か
ら

砂
糖
の
原
料
と
な
る
て
ん
菜
を
選
ぶ
設
問

で
は

8
割
強
が
正
解
、
さ
ら
に
北
海
道
が

砂
糖
の
生
産
地
で
あ
る
こ
と
を
「
知
っ
て

い
る
」
と
回
答
し
た
の
が

7
割
強
と
予
想

以
上
に
多
く
の
方
が
て
ん
菜
や
砂
糖
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

砂
糖
の
イ
メ
ー
ジ
で

一
番
多
か
っ
た
回

答
(
例
示
か
ら
選
択
す
る
方
式
、
複
数
回

答
)
は
「
脳
や
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
で

あ
り
、
以
下

「料
理
に
必
要
な
調
味
料
」
、

「脳
や
体
の
疲
労
回
復
効
果
」、
「
北
海
道
農

業
に
欠
か
せ
な
い
作
物
」
と
な
り
、
回
答

上
位
1
位
か
ら

4
位
ま
で
の
順
位
は
昨
年

と
同
様
で
し
た
。
ま
た
砂
糖
に
対
す
る
誤

解
や
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
多
い
の
は

「
虫
歯
の
原
因
」
「
食
べ
る
と
太
る
」
、
が
上

位
を
占
め
る
結
果
で
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
て
ん
菜
や
砂
糖
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
も
っ
と
消
費
者
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
た
め
に
理
解
促
進
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。


